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	Vol.312  2026年8月号
	発行人：大見昭敏 編集人：WFP（我田の森広報委員会）


	真夏の里山はワォ、生き物たちの楽園だ！
	事務局　ショーゴ
	トンボは害虫ハンター。。。
	　天気予報が梅雨明けを告げた日の昼下がり。我田の森に一人出かけてみた。真っ青な空に白い雲。夏空です。里山の棚田もくっきりとした緑が美しい。畦道も綺麗に草刈りがされスッキリと気持ちがいい。 　むせかえるような真夏の空気の中、感じるのは生き物の気配です。無数のシオカラトンボが飛び交っています。青白と黒のストライプがお馴染みのオオシオカラトンボ。その中に黄色い個体のメスも混じっています。羽化したばかりのオスも黄色いそうです。 　トンボが多く生息する田んぼは、水質や周辺の環境が良好である証拠です。農薬を使わない環境保全型田んぼにおいて、自然の生態系ピラミッドを支える重要な存在とされています。
	　田んぼの中を覗いてみると、タニシが這い回った跡を残しています。これは、タニシが藻類や泥の有機物を食べ回った跡で、田んぼの浄化に繋がるんだそうです。タニシが出す粘液や排泄物が微生物の餌となり多様な生物が育つ生態系を生み出しています。

	タニシは何してる。。。
	田んぼの殿様。。。
	　畔を歩いていると、田んぼに飛び込む水音がそこかしこから聞こえてきます。目を凝らすと身を隠したつもりのトノサマガエルです。稲にとってはやっかいな害虫（ウンカやカメムシなど）を食べて稲作を支えてくれています。しかし、このカエルも農薬の使用や田んぼの中干しで生息数が減少していて、一部では絶滅危惧種にも指定されているそうです。

	コナギは厄介者。。。
	　棚田で厄介雑草として嫌われているのがコナギです。しかし、過剰な養分を吸収して土壌バランスを整えたり、土を覆って他の厄介な雑草を抑えたりする役割を果たします。
	自然農法においてコナギが大量に発生するということは、「田んぼに肥料分（特に窒素）が多すぎる」または「土の還元が強く、稲が根を張りづらい」という指標になります。 　 またコナギは、実は栄養豊富でおいしく食べられる野菜です。タンパク質、炭水化物、カリウムが豊富で、ほうれん草を上回る栄養価があります。アクや苦みが少なく、歯ごたえのしっかりしたほうれん草のような食感だそう。天ぷらやおひたしに炒め物、ポタージュ・スープにも合う万能野菜。自然農法に取り組む上で、コナギを「敵」として戦うだけでなく、田んぼからの恵みとして美味しくいただくことで、持続可能な循環を楽しんでみてはいかがでしょうか。

	棚田と生物多様性。。。
	　私たちが受け継いできた「田んぼビオトープ」は、トンボやタニシ、変えるだけでなく、プランクトン、ミジンコ、メダカ、ヌマエビ、ヒメタイコウチなど、多様な生命のゆりかごとなっています。これこそが生物多様性。 　先人が苦労して、作り上げてきた美しい棚田をその風景をいつまでも残していきたいものですね。


	植物物語〜エノキ〜
	YUKI
	「木」に「夏」で「榎（エノキ）」
	　エノキは、その字の通りお日様が大好き♫　夏に豊かな木陰を作ってくれる里山のシンボルツリーです。
	　我田の森の展望デッキには、中央にケヤキの大木があり、デッキの傍らにはやはり大きなエノキが１本あります。鳥が種を運んだのか、昔の人が涼むために残したのか……午前中の作業を終えて木陰でお弁当を開く時間は格別です。

	タマムシが好むエノキ・ケヤキ
	　実はエノキもケヤキも、同じニレ科の木。そして輝く「ヤマトタマムシ」が大好きな木！
	幼虫のすみかであり、成虫のごはんでもあるため、タマムシにとっては最高のレストランです。
	　お昼時、木の樹冠をぼうっと眺めてみてください。運が良ければ太陽に煌めく美しいタマムシの姿に出会えるかもしれません。

	虫や鳥の住み家でありレストラン
	　やがて秋になれば、エノキの実を目当てに鳥たちが集まります。木陰で過ごすうちに、一つの木がつなぐ小さな生態系の姿が見えて、自然と心に染み渡ってくるから不思議です。
	　大きな木をめぐる、虫や鳥、そして人との繋がり。ぜひ帽子と水筒を持って、その温かな物語に触れにお越しください。


	生きもの係
	トノサマガエルとウシガエル
	　春におたまじゃくしだったトノサマガエルが、夏には変態して立派なカエルになります。里山のビオトープ田んぼにはたくさんのトノサマガエルの姿が観察出来ます。
	　一方で特定外来生物に指定されているウシガエルも見られます。何でも食べるウシガエルは昆虫やカエルやヘビ、鳥までも食べてしまい生態系に大きな影響を与える存在と言えます。
	模様や大きさの違いを比べながら観察してみよう(´▽`)ﾉ
	　昭和２０年、台湾生まれ。何しろ終戦の年だ。父親が台湾で警察官として勤務していたので、命からがら親戚を頼って帰国した。でも戦後も公務員の資格は継続していたので食うに困るみたいなことは無かった。高校卒業後は集団就職で名古屋へ。当時は、みんなそんな感じ。いろんなところで働いたが、大企業の歯車になるような仕事は性に合わなかった。最初から、最後まで一貫して取り組む仕事が好きだった。 　６３歳で定年退職して一年遊んでたんだけど、妻が我田の森で「赤松を植えて松茸を食べよう」っていうチラシを持ってきた。面白そうだからと二人で里山クラブに入ったんだ。そのころの我田の森は今みたいに整備がされていなくて鬱蒼としていたね。そこを、コツコツと綺麗にしていったんだ。その整備過程で切出された、太い丸太が転がっているんだ「このままじゃもったいないな」ということで、独学でチェーンソーアートを作り出したんだ。今も、バイオトイレの奥に飾ってある。 　活動日じゃなくても森には来るよ。ぼーっとしててもいいし、ゴソゴソなんか作ったり。ゆっくりと楽しんでる。
	多治見市　在住


	多士済々　船津 義尚
	＜当月＞ 144人 78人 0人 0人 16人 3人
	■2026年7月度の我田の森への入山人数 １.    里山クラブ可児会員・・・・・・・・・・ ２.    自然育児こどもの庭・・・・・・・・・・ ３.    講座（無し）・・・・・・・・ ４.    行事（無し）・・・・・ ５.    外部団体（名城大学・地元高校）・・・ ６.    見学者等・・・・・・・・・・・・・・
	【2026年度の累計入山数：993人】
	＜累計＞ 381人 373人 42人 143人 40人 14人
	■2026年8月度の活動予定 【例会】16日（日）・23日（日） 桜街道・赤松林等の草刈り、太郎窯・炭焼き小屋整備管理棟,森のステージ他周辺の草刈　他 【水プロ】毎週水曜日 水路、棚田の水管理、作業路保全整備　他 【講座】11日（火・山の日）森の学校(夏) 　　　　竹木遊び、ビオトープ観察会、カレー 【行事】なし




